





















「内容か ら出発 し、何 らかの新 しい情報 を得 るために 目標言語を用いる」、 「生
(authentic)のタスクと資料を用い、学習者の習熟度に応 じて修正 と加工はする」と
い う二点(横 井2014)に収敏 されるだろう。
日本語教育において、海外では文字プロジェク トと称 してカタカナの使用例を集め




















観点や授業活動を通 じた技術を学ぶCBIに基づ く授業と言える3。加えて、 日本語教
育において 「言語景観を活用 した 日本語教育」の提案やその教育実践が新しいもので








あ り 「多文化 コミュニケーション(日本語)」、日本人学生にとっては 「多文化 コミュ
ニケーションセ ミナー一ことばの多様 性 ・機能 ・効果へのアプローチ と実践一」 とい
う授業である。また大阪大学公開講座(高 校生を対象 とした授業公開)と しての役割
を担っているため、高校生も受講 している。受講 した外国人留学生の日本語レベルは
上級以上の熟達 日本語使用者29名、日本人学生が1-4年生の21名、高校生が2名 と
い う計52名であり、授業実施期間は2014年4月か ら7月、週に1回 の科目である。
表1:受講者の内訳
授業科目名 科 目カテ ゴ リー 受講生
多文化 コミュニケーシ ョン
(日本語)
一ことばの多様 性 ・機 能 ・効果へ









3本研究は、Theme-basedinstructionを核 としながらも、 日本語母語言諸 とのインターアクション
を通 じた活動(イ マージ ョン)を 行 う複合型の多文化クラスの実践 と捉えることができる。
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身近にある言語景観を素材 とした多文化クラスにおける教育実践
索 した磯野(2013)に基づき考案 した磯野(2014)を理論的背景 としている。授業で
は言語景観に関する内容を学びながらその観点の習得のみならず、日本語母語話者 と
の協働によるディスカッシ ョンやデータ収集、発表資料作成や発表など様々なグルー






全体の流れ とテーマ 内容 活動
(半期 ・全15回)
1.文字語彙や文法の自然 ・言語景観の基礎知識 講義 、グループ ワー クデ ィ
さ、誤用、多様性に気 ・誤用、揺れ のある表記 、 スカ ッシ ョン ・デー タ収
つく(5回) 単 語 の バ リエー シ ョン 集 ・発表資料作成、第一回
や文字種 発表
2.地域性や役割に ・日本国内外の 日本語の言 講義、データ収集 とグルー
気づく(3回) 語景観の比較や役割 プデ ィスカ ッシ ョン
3.使用意図や問題 ・字義通 りに解釈できない 講義、グループ ワークデ イ
点、社会的背景や 語彙や文、方言使用やジ スカ ッシ ョン ・デー タ収
状況に気づく エンダー な どの言語意 集 ・発表資料作成、第二回

















ひらがな、カタカナの使い分け」 「文字や ロゴのデザイン、色の特徴」 「漢字の読み方
や表現」「難 しい漢字(特に人名や地名)」「言い回しやフレーズセンス、宣伝文句」に
留まり、具体例はほとんど書かれていなかった。本アンケー ト調査は、後述する期末












9名 9名 16名 15名 3名 52名
(3.05)
第一回の授業では、上記アンケー トを行った上で 「言語景観 とは何か」についてそ
の定義を説明 し、52名を8グ ループに分けた。この際にひ とつのグループの中に必ず
日本人学生が一人は入ること、そして同じ母語や国籍の学生が3名以上入らないよう








ータ収集やプ レゼンテーションに向けた準備 とい う流れである。表2に おけるテーマ
1「文字語彙や文法の 自然さ、誤用、多様性に気づく」では、毎回の授業で 「日本国
内外の多言語表示 とその表示順序」「日本国内外の公共表示 と多言語化」 「諸外国の日


























この 「ecoる」は英語で 「環境」や 「生態系」を
意味する 「eco」と、日本語で動詞の接尾辞である
「る」で作 られてい る。そ して 「省エネルギー」
の略である 「省エネ」や 「節電」の意味を知 らな
い初級及び 中級 レベルの 日本語学習者 に とって
は、この宣伝を理解す ることは難 しいだろ う。 「ミ











































留学生Aは 表2の テーマ1、Bはテーマ2、Cはテーマ3に 関するレポー トの一部
である。実際は3～7ペ ージほどで、構成はデータを取 り上げた目的、関連する先行







最終 レポー トを書きあげた。すなわち、「言語景観から何が分かるか」とい う内容を学








超えた独立 した1つ の教科 としての 日本語授業を展開する試み(小 山2012)が行わ
れ始めている。また一方で、大学における日本語教育では、学習段階に応 じたカ リキ
ュラムや扱う内容の再検討 と教材開発(西口2014)が改めて行われている。本研究は、
上級 日本語学習者 と日本人学生の混合クラスにおいて 「身近にある言語景観を通 じた
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会で発表した 「身近にある言語景観を素材 とした内容重視の多文化 日本語クラス」を
加筆、修正したものである。貴重な意見やア ドバイスをくださった方々に感謝申し上
げる。
(いその ひではる ・大阪大学 国際教育交流センター)
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